
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
へ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、高
齢
者
を
対
象
に
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
か
も
？

不
安
に
な
っ
た
ら

も
の
忘
れ
相
談（
予
約
制
）

日
時
＝
9
月
12
日
㈭
、
10
月
8
日
㈫ 

午
後
1
時
か
ら（
1
組
当
た
り
45
分
）

会
場
＝
福
祉
部
相
談
室（
市
役
所
議
会

棟
1
階
）

内
容
＝
精
神
科
医
に
よ
る
個
別
相
談
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

対
象
＝
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
、
認
知

症
の
不
安
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な

ど
定
員
＝
各
3
人（
先
着
順
）

相
談
料
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
＝
介
護
保
険
課（
☎
20
‐ 

1
5
4
5
）へ

徘は
い
徊か

い
高
齢
者
等
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー

　
認
知
症
な
ど
に
よ
る
行
方
不
明
者
の

早
期
発
見
や
身
元
確
認
の
た
め
、
行
方

不
明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
個
人
情
報
を
登
録
し
、
履
物

の
爪
先
・
か
か
と
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー

を
交
付
し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス

　
徘
徊
す
る
高
齢
者
な
ど
の
居
場
所
を

早
期
に
発
見
で
き
る
、
衛
星
回
線（
G
P 

S
）を
利
用
し
た
機
器
を
貸
し
出
し
ま

す
。

対
象
＝
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

基
本
料（
1
カ
月
当
た
り
）＝
5
0
0
円

＋
消
費
税

位
置
情
報
提
供
料（
1
回
当
た
り
）

◦
電
話
照
会
…
2
0
0
円
＋
消
費
税

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
照
会
…
月
2
回
ま

で
は
無
料
。
そ
れ
以
降
は
1
0
0
円

＋
消
費
税

現
場
急
行
料（
1
回
当
た
り
）＝
1
万
円

＋
消
費
税

暮
ら
し
を
見
守
り
ま
す

独
居
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

　
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
週
1
回
以
上

利
用
し
て
い
な
い
人
に
、
2
週
間
に
1

回
、
乳
酸
菌
飲
料
を
届
け
た
り
、
毎
日

定
時
に
自
動
音
声
に
よ
る
電
話
連
絡
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
安
否
確
認
を
し

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

独
居
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問
等
サ
ー
ビ

ス
　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人
を
対

象
に
、
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
が
毎
月

1
回
の
訪
問
な
ど
を
行
い
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
安
否
確
認
を

し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
自
分
で
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事

を
届
け
、
安
否
確
認
を
し
ま
す（
1
月

1
日
〜
3
日
を
除
く
毎
日
の
昼
食
）。

対
象
＝
週
1
日
以
上
利
用
す
る
、
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
世
帯（
日
中
高
齢
者
の
み

と
な
る
世
帯
を
含
む
）

利
用
料（
1
食
当
た
り
）＝
3
0
0
円

緊
急
通
報
装
置

　
自
宅
で
の
急
病
や
事
故
の
際
、
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
、
近
所
へ
の
連
絡
や

救
急
車
の
手
配
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
＝
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
世
帯（
日
中
高
齢
者
の
み

と
な
る
世
帯
を
含
む
）

利
用
料（
1
カ
月
当
た
り
）＝
市
民
税
所

得
割
が
非
課
税
の
世
帯
は
無
料
。
課

税
世
帯
は
1
、
0
0
0
円
＋
消
費
税

（
オ
プ
シ
ョ
ン
で
安
否
確
認
セ
ン
サ
ー

現在、市内の65歳以上の高齢者は約2万9,900
人。多くの人は健康で自立した生活を送って
いますが、支援を必要とする人もいます。皆
さんが住み慣れた地域でその人らしい暮らし
を続けていくために、市が行っているさまざ
まなサービスを紹介します。

豊かな生活が送れるように
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を
設
置
す
る
場
合
は
1
、
1
5
0
円

＋
消
費
税
）

手
当
て
や
助
成

福
祉
手
当

　
在
宅
で
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま
た

は
重
度
の
認
知
症
の
人
を
対
象
に
手
当

て
を
支
給
し
ま
す
。

　
①
②
は
併
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
齢
者
の
市
民
税
所
得
割
額
が
16
万
円

以
上
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
ね
た
き
り
高
齢
者
福
祉
手
当

対
象
＝
寝
た
き
り
で
日
常
生
活
に
介
助

を
要
す
る
状
態
が
6
カ
月
以
上
続
い

て
い
る
人

支
給
額
＝
月
額
1
万
3
、
0
0
0
円

②
重
度
認
知
症
高
齢
者
介
護
手
当

対
象
＝
重
度
の
認
知
症
に
よ
り
日
常
生

活
を
営
む
た
め
に
常
時
介
護
を
要
す

る
状
態
が
6
カ
月
以
上
続
い
て
い
る

人
の
介
護
者

支
給
額
＝
月
額
1
万
3
、
0
0
0
円

③
高
齢
者
及
び
障
害
者
介
護
者
手
当

対
象
＝
①
ま
た
は
②
の
対
象
者
で
3
年

以
上
市
内
に
居
住
し
、
家
族
な
ど
に

よ
る
介
護
を
受
け
て
い
る
人

支
給
額
＝
月
額
1
万
2
、
0
0
0
円

住
宅
改
造
費
の
助
成

　
住
宅
改
造
費
は
、
上
限
20
万
円
で
、

費
用
の
7
〜
9
割
が
介
護
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
上
回
る
部
分
は

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
ず
工
事
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
限
度
額
は
、
市
民
税
所
得
割
が

非
課
税
の
世
帯
は
50
万
円
、
課
税
世
帯

は
26
万
6
、
0
0
0
円（
助
成
率
は
助

成
対
象
と
な
る
工
事
額
の
3
分
の
2
）

で
す
。

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

移
送
サ
ー
ビ
ス

　
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、
公
的
機
関

な
ど
へ
の
移
動
に
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
在
宅
で
一
人
で
の
外
出
が
困
難

な
人
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
ま
た
は
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人

登
録
料
＝
2
、
4
0
0
円（
4
〜
9
月
に

申
し
込
ん
だ
人
）、
1
、
2
0
0
円

（
10
〜
3
月
に
申
し
込
ん
だ
人
）

利
用
料

◦
市
内
…
5
0
0
円

◦
富
里
市
、
酒
々
井
町
、
栄
町
、
印
西

市
、
芝
山
町
、
香
取
市
、
佐
倉
市
、

八
街
市
、
神
崎
町
、
多
古
町
…
7�

0 

0
円（
本
市
か
ら
車
両
走
行
距
離
が

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
合
は
5 

0�

0
円
）

◦
そ
の
ほ
か（
利
用
者
の
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
）

…
1
、
5
0
0
円

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

　
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
で
、
介
助
な

し
で
車
両
の
乗
り
降
り
が
で
き
る
人
を

対
象
と
し
た
乗
り
合
い
型
の
交
通
機
関

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
乗

降
場
を
設
け
、
目
的
地
の
乗
降
場
ま
で

運
行
し
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。

運
行
日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
） 

午
前
7
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分

料
金（
1
人
1
回
当
た
り
）＝
5
0
0
円

利
用
方
法
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）の
午
前
8
時
〜
午
後
5

時
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
24
‐
0
0
8
0
）へ
。
利

用
す
る
日
の
7
日
前
か
ら
乗
車
を
希

望
す
る
30
分
前
ま
で
に
申
し
込
む

紙
お
む
つ
の
給
付

　
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
な
ど
の
人

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）に
紙
お
む
つ
を

無
料
で
宅
配
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。
も
の
忘
れ
相

談
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐ 

1
5
4
5
）、
独
居
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
訪
問
等
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
27
‐
7
7
5
5
）、

移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎
27
‐
8�

0
1 �

0
）へ
。

　印旛市郡医師会は、入院した高齢者が退院後も療養生活に安心して戻
れるよう、病院と地域で切れ目のない支援を行う仕組みづくりとして「入
退院支援モデル事業」を行っています。
　この事業では、入院早期に患者や家族、病院、ケアマネジャーで入院
期間や退院後に必要と思われるサービスを話し合い、退院前に病院と
ケアマネジャーで治療経過や生活状況を記載する「千葉県地域生活連携
シート」を作成します。このシートを退院後に関わる、かかりつけ医や
歯科医師、薬剤師、訪問看護師、地域包括支援センターなどと共有する
ことで、医療・介護関係者が患者に合わせた療養やサービスを把握でき、
患者が住み慣れた地域で必要な支援を受け続けることができます。
対象となる疾患＝脳卒中、肺炎、大

だい
腿
たい
骨
こつ
頸
けい
部
ぶ
骨折

ケアマネジャーに相談を
　自身や家族が入院する際、担当のケアマネジャーがいる場合は、入院
先に担当の名前などを伝えてください。事前に介護保険証に名刺などを
挟んでおくと、より確実に情報を伝えることできます。また、担当のケ
アマネジャーにも、できるだけ早く入院したことを伝えてください。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）または印旛市郡医師会ホームペー
ジ（http://www.inba-med.or.jp/index.html）へ。

知っていますか？入退院支援モデル事業
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